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3日本産マツムシソウにおける種内分化と分散過程の検証
マツムシソウScabiosaj叩o"icczMiq.は日本固有種である。北海道～九州の，高山帯～標高
数メートルの海岸沿いまでの多様な環境に生育する。その分布域は広いが，全国的に見ると地
域ごとに形態的差異が生じており，変異の著しいものは変種や品種として区別されている。本
研究では，国内および近隣地域のマツムシソウ種群について系統解析を行い，かつて日本列島
内では明らかにされた例の無い，植物の種内分類群の分化過程についての具体的な検証を行う
ことを目的とし，以下のことを行った。
・マツムシソウ種群（マツムシソウ，タカネマツムシソウ，ソナレマツムシソウ，エゾマツム
シソウ，ミカワマツムシソウ)及び近隣のアジア大陸東部に分布しているマツムシソウ類と，
マツムシソウ種群との関連性を，遺伝子解析により調べる。
・日本産マツムシソウの染色体数報告は，マツムシソウ2n=16(Freyl969,1970),エゾマ
ツムシソウ2n=16(NiShikawaeraﾉ．1986)の少数の個体を観察した例があるのみである。
今回，染色体数とともに核型も観察し，集団間変異を細胞学的にも検討する。
・草丈，花梗の形態,l頭花あたりの小花の数，花弁の長さ等は各分類群ごとに差異があり，
従来の形態分類上の特徴とされているが，これらは遺伝的に固定した形質かあるいは環境変
異なのかを確認するため，それぞれの生育環境から金沢大学付属植物園へ移植栽培し，各形
質変化の有無を観察する。
植物園は以下のように利用した。
・研究試料として各地より採集してきた植物の栽培を行う。この際マツムシソウの仲間は移植
に弱いため，野外から採集してきたものは移植後数週間の温室内での保護が不可欠である。
・染色体観察を行うには，植物の発根を促して新しい根端を採集する必要があるので，一定期
間植木鉢での培養が不可欠である。
・環境が植物に及ぼす影響の有無を確かめるための移植実験は，長期にわたって安定した条件
を保つことの出来る植物園以外では，行うことは難しい。
マツムシソウは秋の高原を彩る花として観光ガイドなどにも紹介される，注目度の高い植物で
ある。このような植物で日本国内での種分化の過程が明らかになれば，植物自然史の啓蒙教育
を行う上で格好の素材となる。また，日本のほぼ全土にまたがって分布する本種群の解析を行
うことにより，日本における植物相成立過程の解明に大きく貢献することが出来る。
（須山知香金沢大学大学院自然科学研究科生命科学専攻）
4無花被の原始的被子植物群における授粉生態学的特徴
現生の原始的被子植物群において，花被がなく特殊な雄薦構造をもつ種が報告されている。
Cﾉ21om"r畑sの花では，雄蘓全体が柱頭表面を覆うことによってFloral-axialChamberと呼ば
れる閉じた空間がつくられる。これらの種では，虫媒のために雄蘓機能が特殊化している可能
性がある◎本研究では，これまでに報告されているC"om"r畑Sの特殊な雄鳶構造とその機能
に着目して，無花被花を持つ種（センリョウ科4種・コショウ科2種・ドクダミ科2種）の雄
藤機能について比較研究を行った。その結果,@Chamberを形成するセンリヨウ科2種（フ




